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ご
存
じ
の
よ
う
に
、
今
年
は
「
弘
法
大
師
御
誕
生

一
千
二
百
五
十
年
記
念
」
の
勝
縁
の
年
で
あ
り
、
当
山
で

は
そ
の
記
念
の
法
要
を
四
月
二
十
三
日
に
秘
仏
本
尊
を
ご

開
帳
し
、
須
磨
寺
で
は
初
め
て
の
「
春
の
大
祭
」
と
し
て

執
り
行
い
ま
し
た
。

　

真
言
宗
各
派
の
総
大
本
山
で
も
大
法
会
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
殊
に
ご
誕
生
の
地
の
善
通
寺
で
は
、
須
磨

寺
と
同
日
の
四
月
二
十
三
日
か
ら
六
月
十
五
日
ま
で
の

五
十
四
日
間
、
ご
開
創
の
地
高
野
山
で
は
六
月
十
五
日

を
中
心
と
し
た
、
五
月
十
四
日
か
ら
七
月
九
日
ま
で
の

五
十
七
日
間
の
記
念
大
法
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
善
通
寺
の
大
法
会
で
は
、
真
言
各
派
の
総
大
本
山

を
始
め
「
お
大
師
様
の
ご
誕
生
を
そ
の
地
で
祝
い
た
い
」

と
い
う
、
全
国
各
地
の
志
を
同
じ
く
し
た
方
々
が
登
山
さ

れ
、
毎
日
の
よ
う
に
大
き
な
法
要
が
展
べ
ら
れ
、
私
は
あ

り
が
た
い
こ
と
に
神
戸
真
言
宗
連
合
会
会
長
と
し
て
五
月

二
日
に
、
須
磨
寺
貫
主
と
し
て
五
月
二
十
九
日
に
、
善
通

寺
の
御
影
堂
で
の
法
要
の
導
師
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
六
月
十
五
日
、
国
際
会
館
で
の
「
い
ろ

は
ま
つ
り
」
で
も
会
長
と
し
て
導
師
を
務
め
ま
し
た
。
ま

た
私
の
書
い
た
「
自
利
利
他
」、「
自
利
」
と
「
利
他
」
の

書
が
表
装
展
示
さ
れ
る
と
共
に
、そ
の「
自
利
」が
白
地
に
、

「
利
他
」
が
赤
地
に
し
る
さ
れ
た
散
華
が
ま
か

れ
、
去
年
は
声
を
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

来
場
者
の
方
々
も
今
年
は
一
緒
に
声
を
出
し
て

般
若
心
経
や
ご
真
言
を
お
唱
え
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、
四
月
二
十
三
日
か

ら
六
月
十
五
日
ま
で
の
二
か
月
は
、「
法
幸
此

れ
に
過
ぐ
る
も
の
な
し
」
と
の
思
い
で
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

八
年
前
に
は
「
高
野
山
開
創
一
千
二
百
年
記

念
」
の
大
法
会
で
、
高
野
山
全
体
の
本
堂
で
あ
る
金
堂
で

導
師
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
一
年
後
の
令

和
十
六
年
に
は
「
弘
法
大
師
御
入
定
一
千
二
百
年
記
念
」

の
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
時
は
昭
和
五
十
九
年
と
同
様
に

高
野
山
で
長
期
に
亘
る
大
法
会
が
執
り
行
わ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
間
違
い
を
起
こ
さ
ず
元
気
で
い
れ
ば
、
高
野
山

の
奥
の
院
の
灯
籠
堂
で
導
師
を
務
め
る
こ
と
が
出
来
る

と
思
い
ま
す
し
、
二
年
後
に
迎
え
る
古
希
を
過
ぎ
、
真
言

宗
各
派
総
大
本
山
会
の
お
許
し
が
あ
れ
ば
、
毎
年
一
月
八

日
か
ら
十
四
日
ま
で
京
都
の
東
寺
（
教
王
護
国
寺
）
で
厳

修
さ
れ
る
、
真
言
宗
の
一
大
法
要
「
後
七
日
御
修
法
」
の

大
阿
闍
梨
（
導
師
）
を
務
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

夢
の
よ
う
な
そ
の
日
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
自
分
を
高

め
る
行
い
「
自
利
」
に
努
め
、他
者
を
救
う
行
い
「
利
他
」

に
精
進
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
暑
さ
が
厳
し
い
よ
う
で
す
。
ど
う
ぞ
お
身
体
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。

合
掌

　
　

大
本
山
須
磨
寺　

貫
主

   　
　

 　
　

小
池　

弘
三
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三
十
三
回
忌
ま
で
に
、
亡
き
人
の
み
魂
は
虚
空

蔵
を
除
く
十
二
尊
に
見
守
ら
れ
、
懇
切
な
教
え

に
導
か
れ
て
き
ま
し
た
。
だ
が
、
三
十
三
回
忌

と
も
な
れ
ば
、
不
動
明
王
の
教
え
、
阿
弥
陀
如

来
の
教
え
、
大
日
如
来
の
教
え
な
ど
す
べ
て
を

正
確
に
覚
え
て
い
る
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
三
十
三
回
忌
に
当
り
、
虚
空
蔵
菩
薩
が
、

そ
れ
ま
で
の
仏
さ
ま
の
教
え
を
決
し
て
忘
却
し

な
い
よ
う
に
と
強
力
な
記
憶
力
を
授
与
さ
れ
、

二
度
と
忘
れ
去
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
再
度

故
人
を
導
い
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。

　
（
と
こ
ろ
で
、
虚
空
蔵
菩
薩
が
ご
本
尊
で
あ

る
三
十
三
回
忌
ま
で
、
結
構
長
年
月
を
要
す
る

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
遺
族
に
は
意
外
に
短

い
期
間
で
あ
っ
た
と
実
感
さ
れ
ま
す
。
昔
は
両

親
の
三
十
三
回
忌
を
営
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸

せ
者
だ
と
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。
今
日
、
寿
命

百
年
の
時
代
と
も
な
れ
ば
、そ
の
気
が
あ
れ
ば
、

故
人
や
先
祖
の
回
向
を
執
り
行
い
た
い
も
の
で

す
。）

（
長
い
間
、
十
三
仏
の
拙
い
解
説
文
を
お
読
み

い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
本
山
須

磨
寺
の
小
池
弘
三
管
長
と
小
池
陽
人
副
住
職
の

格
別
の
ご
親
切
ご
配
慮
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。）

　

十
三
仏
の
最
後
の
仏
で
あ
る
虚
空
蔵
菩
薩

は
、
真
言
密
教
に
お
い
て
は
格
別
に
重
視
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

一
、
尊
名
の
由
来
と
ご
利
益

　
　

虚
空
蔵
菩
薩
の
「
虚
空
」
と
は
、
広
大
無

辺
な
る
宇
宙
・
大
空
の
こ
と
で
、「
虚
空
蔵
」（
梵

語
で
は
ア
ー
カ
ー
シ
ャ
ガ
ル
バ
）
と
は
、「
虚

空
の
蔵
」、「
虚
空
の
母
体
」
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

　

か
く
、
虚
空
蔵
菩
薩
と
は
、
こ
の
菩
薩
の
智

慧
と
慈
悲
と
の
二
つ
の
蔵く

ら

の
無
量
な
る
こ
と

を
、
虚
空
（
宇
宙
）
の
広
大
無
辺
な
る
に
譬た

と

え

て
表
わ
し
た
名
前
な
の
で
す
。

　

要
す
る
に
、
虚
空
蔵
菩
薩
は
、
宇
宙
的
な
無

量
の
法
宝
（
教
え
の
宝
）
と
福
徳
智
慧
の
恵
み

を
所
蔵
し
、
衆
生
の
諸
々
の
所
願
に
応
じ
て
、

そ
の
恵
み
を
自
在
に
与
え
ら
れ
ま
す
。
即
ち
、

そ
れ
ら
の
宝
物
を
自
在
に
施
与
し
て
、
衆
生
に

無
限
の
幸
福
を
授
け
ら
れ
る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
虚
空
蔵
菩
薩
は
、
智
恵
や
知
識
、

記
憶
と
い
っ
た
多
方
面
に
わ
た
る
現
世
の
ご
利

益
を
も
た
ら
す
菩
薩
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
総
じ
て
こ
の
菩
薩
の
ご
利
益
は
、
左

の
ご
と
く
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
力
成
績
の
向
上
、
記
憶
力
の
増
強
、
頭
脳

明
晰
、
技
芸
向
上
、
智
恵
が
無
限
に
は
た
ら

く
た
め
商
売
繁
昌
・
家
運
隆
盛
な
ど

こ
の
よ
う
に
、
具
体
的
で
即
今
に
成
就
す
る
現

実
的
な
ご
利
益
は
、
多
く
の
人
々
の
心
を
引
き

付
け
ま
す
。　

　

二
、
記
憶
力
を
増
強
す
る
ほ
と
け

　

虚
空
蔵
菩
薩
と
い
え
ば
、「
虚
空
蔵
菩
薩
求

聞
持
法
」
と
い
う
真
言
密
教
独
特
の
修
行
法
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
弘
法
大
師
が
修
法
さ
れ
た

こ
と
で
有
名
で
す
。
こ
の
修
法
は
ま
ず
作
法
の

伝
授
を
受
け
、
定
め
ら
れ
た
真
言
陀
羅
尼
を
百

日
間
に
百
万
遍
唱
え
る
と
い
う
行

ぎ
ょ
う
ぼ
う法

で
す
。
こ

の
行

ぎ
ょ
う

を
成

じ
ょ
う
ま
ん満

し
た
修
行
者
は
あ
ら
ゆ
る
経
典
を

記
憶
し
、
か
つ
そ
の
内
容
を
深
く
理
解
し
て
忘

れ
る
こ
と
が
な
い
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

　

弘
法
大
師
は
、
出
家
の
宣
言
書
と
看み

な做
さ
れ

る
『
三
教
指
帰
』
を
著
わ
さ
れ
、
そ
の
中
で
こ

の
求
聞
持
法
の
深
遠
な
宗
教
体
験
を
説
述
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
修
法
で
感
得
さ
れ
た
弘
法
大
師
の
神
秘

的
な
宗
教
体
験
は
ゆ
る
ぎ
な
く
盤
石
で
、
こ
の

時
の
不
退
転
の
決
意
は
、
そ
の
後
の
大
師
の
多

方
面
に
わ
た
る
め
ざ
ま
し
い
活
躍
と
な
っ
て
結

実
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

三
、
智
慧
の
ほ
と
け
―
虚
空
蔵
菩
薩

　

十
三
仏
の
中
の
菩
薩
た
ち
は
、
そ
の
自
利
利

他
の
は
た
ら
き
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め

に
、「
智
慧
の
菩
薩
」「
慈
悲
の
菩
薩
」
と
分
け

て
説
明
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す（
釈
迦
如
来
、

薬
師
如
来
、
阿
弥
陀
如
来
、
阿
閦
如
来
、
大
日

如
来
の
如
来
さ
ま
は
、
仏
格
も
高
く
、
高
い
境

地
に
安
住
し
て
、
智
慧
と
慈
悲
と
を
円
満
に
具

足
し
お
お
ら
か
に
説
法
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
如
来
さ
ま
を
智
慧
の
如
来
、
慈
悲
の
如

来
と
明
確
に
決
め
付
け
て
し
ま
う
に
は
少
々
無

理
が
あ
り
ま
す
）。

　

例
え
ば
、
菩
薩
で
あ
れ
ば
、

　
　

智
慧
の
菩
薩
―
文
殊
菩
薩
、
虚
空
蔵
菩
薩

　
　

慈
悲
の
菩
薩
―
観
音
菩
薩
、
地
蔵
菩
薩

と
区
分
け
さ
れ
ま
す
（
な
お
、
普
賢
菩
薩
、
勢

至
菩
薩
な
ど
は
、
時
に
は
智
慧
、
時
に
は
慈
悲

の
一
面
が
強
調
さ
れ
ま
す
）。

　

虚
空
蔵
菩
薩
は
、
こ
の
二
分
法
に
よ
っ
て
分

け
る
時
に
は
、智
慧
の
菩
薩
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
智
慧
の
菩
薩
と
さ
れ
る
文
殊
・

普
賢
・
虚
空
蔵
は
、
そ
れ
ぞ
れ
左
の
ご
と
き
智

慧
を
授
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

文
殊
菩
薩
―
諸
行
無
常
、
諸
法
無
我
、
縁
起

観
な
ど
を
説
き
、
理
性
的
な
「
空
」
の
智

慧
を
授
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

普
賢
菩
薩
―
人
と
し
て
人
生
を
全
う
す
る
た

め
に
、
必
要
不
可
欠
の
智
慧
を
授
け
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

　

虚
空
蔵
菩
薩
―
広
大
な
視
野
か
ら
学
修
し
た

こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
記
憶
し
、
学
力

向
上
の
智
慧
を
授
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
　

四
、十
三
仏
最
後
の
ほ
と
け

　

十
三
仏
の
最
後
に
、
な
ぜ
虚
空
蔵
菩
薩
が
配

当
さ
れ
た
の
か
、
少
し
所
見
を
述
べ
て
お
き
ま
す
。

　

十
三
仏
は
、
故
人
の
中
陰
並
び
に
周
忌
の
法

事
の
本
尊
と
さ
れ
、
初
七
日
か
ら
三
十
三
回

忌
ま
で
の
期
間
回
向
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

　

十
三
佛
に
見
守
ら
れ
て
⒅

　
—

虚
空
蔵
菩
薩  

摩
耶
山
天
上
寺
貫
主 

伊
藤　

浄
厳
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◆ 

八
月

○
九
日    

（
水
）　
四
萬
六
千
日
燈
明
会
　
み
あ
か
り
観
音
　 

〈
午
後
六
時
〉　
須
磨
寺
　
本
堂

○
十
一
日
（
金
）
～
十
五
日
（
火
）　
盂
蘭
盆
会

○
十
五
日
（
火
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　〈
午
前
十
時
〉　
本
坊
客
殿
　

○
十
七
日
（
水
）　
青
葉
殿
盂
蘭
盆
会
法
要
　〈
午
前
九
時
・
正
午
・
午
後
三
時
〉　
青
葉
殿

○
十
九
日
（
土
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　
　
　〈
午
後
二
時
〉　
櫻
寿
院
本
堂

○
二
十
日
（
日
）　
盆
大
施
餓
鬼
法
要
　
　
　〈
午
後
二
時
〉　
蓮
生
院
本
堂

○
二
十
日
（
日
）・
二
十
一
日
（
月
）　
盆
大
師
（
ご
縁
日
）

　
◆ 

九
月

○
二
日    

（
土
）　 

三
者
三
様
法
話
会
　〈
午
後
一
時
〉　
青
葉
殿

○
二
十
日
（
水
）
～
二
十
六
日
（
火
）　 

彼
岸
会
　
特
別
護
摩
祈
祷
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
午
前
十
時
・
午
後
二
時
〉　
護
摩
堂

○
二
十
日
（
水
）・
二
十
一
日
（
木
）　
彼
岸
大
師
（
ご
縁
日
）

　
◆  

十
月

○
十
四
日 

（
土
）　 

絵
本
テ
ラ
ピ
ー
　〈
午
後
一
時
半
～
午
後
四
時
〉　
青
葉
殿
　

○
二
十
日
（
金
）・
二
十
一
日
（
土
）　
大
師
縁
日

○
二
十
九
日
（
日
）　
須
磨
　
夜
音
　
音
楽
法
要
祭
　〈
午
後
六
時
〉　
境
内

　
◆ 
十
一
月

○
二
十
日
（
月
）・
二
十
一
日
（
火
）　 

大
師
縁
日

○
二
十
三
日
（
木
・
祝
）　 

秋
の
大
祭
　
須
磨
の
火
祭
り
　 

柴
燈
大
護
摩
供
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
午
前
十
一
時
〉　
須
磨
寺 

境
内

　

四
萬
六
千
日
と
は
、
観
音
様
の
ご
縁

日
で
、
こ
の
日
に
お
参
り
す
る
と
、
四

萬
六
千
日
参
詣
し
た
の
に
相
当
す
る
功

徳
を
生
ず
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

 

須
磨
寺
で
は
、
本
堂
に
お
い
て

初
盆
精
霊
供
養
の
法
要
を
執
り
行

い
、
引
き
続
い
て
境
内
に
ろ
う
そ
く

で
形
つ
く
ら
れ
た
巨
大
な
観
音
様

の
お
顔
、
み
あ
か
り
観
音
の
前
で
読

経
し
、
皆
様
方
の
所
願
成
就
・
萬
霊

供
養
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

の
後
、
本
堂
前
に
お
い
て
和
太
鼓
の

奉
納
演
奏
な
ど
の
催
し
も
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
知
友
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参

拝
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
須
磨
寺
本
堂
前
寺
務
所
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

  

夏
・
秋
の
行
事
案
内

 
四
萬
六
千
日
燈
明
会
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
～
み
あ
か
り
観
音
～

一
、
日　
　

時　
　

八
月
九
日
（
水
）　

午
後
六
時
よ
り

一
、
会　
　

場　
　

須
磨
寺
本
堂
前

一
、
ご
供
養
・
ご
祈
祷
料　
　
　

ろ
う
そ
く　
　

一
本　
　

千
円
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祈
祷
札　
　
　

一
体　
　

三
千
円
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
木
供
養　
　

一
霊　
　

三
千
円
也
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弘法大師御誕生  千二百五十年記念大法会弘法大師御誕生  千二百五十年記念大法会
須磨寺 秘仏本尊  聖観世音菩薩須磨寺 秘仏本尊  聖観世音菩薩 特別御開帳

　
去
る
、
五
月
二
十
九
日
、
弘
法
大

師
御
誕
生
の
地
で
あ
る
総
本
山
善
通

寺
に
お
い
て
、
須
磨
寺
派
に
よ
る
弘

法
大
師
御
誕
生
千
二
百
五
十
年
記
念

大
法
要
を
厳
修
し
ま
し
た
。

　
導
師
は
、
須
磨
寺
貫
主
小
池
弘
三

猊
下
、
職
衆
は
須
磨
寺
派
諸
大
徳
、

須
磨
寺
諸
縁
の
僧
侶
合
わ
せ
ま
し
て

二
十
六
名
の
出
仕
に
よ
り
、
大
法
要
を
無
魔
厳
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
須
磨
寺
派
寺
院
の
檀
信
徒
約
百
三
十
名
の
お
参
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
法

要
は
、
ま
ず
須
磨
寺
御
詠
歌
講
に
よ
る
御
詠
歌
が
唱
和
さ
れ
る
中
、
珠
寶
花
士

氏
に
よ
る
献
花
の
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
導
師
、
職
衆
が
入
堂
し
、
平
座
理
趣

三
昧
を
厳
修
。
小
池
弘
三
猊
下
が
慶
讃
文
を
奉
読
し
、
宗
祖
弘
法
大
師
に
報
恩

謝
徳
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
お
参
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
へ
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

総
本
山
善
通
寺
　

弘
法
大
師
御
誕
生
千
二
百
五
十
年
記
念

真
言
宗
須
磨
寺
派
大
法
法
要

　

去
る
四
月
二
十
三
日
（
日
曜
日
）
に
、晴
天
の
中
、

弘
法
大
師
御
誕
生
千
二
百
年
記
念
大
法
会
を
無
魔
厳

修
い
た
し
ま
し
た
。
約
六
千
人
の
檀
信
徒
の
皆
様
に

お
参
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

午
前
六
時
か
ら
大
師
堂
に
お
い
て
平
座
理
趣
三
昧

法
要
を
厳
修
し
大
法
会
が
開
白
。
八
時
半
か
ら
本
堂

に
お
い
て
秘
仏
本
尊
御
開
帳
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
午

後
五
時
ま
で
参
拝
者
の
方
々
が
内
拝
を
さ
れ
ま
し
た
。

本
尊
の
御
開
帳
は
、
四
月
三
十
日
ま
で
の
八
日
間
に

わ
た
り
行
わ
れ
、
約
千
四
百
人
の
方
が
入
壇
さ
れ
ま

し
た
。
十
時
か
ら
は
、
護
摩
堂
前
に
て
柴
燈
護
摩
を

奉
修
。
続
い
て
十
一
時
半
か
ら
は
、
稲
荷
社
前
特
設

ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
小
池
陽
人
寺
務
長
に
よ
る
辻
説

法
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、特
別
奉
納
と
し
て
、

須
磨
寺
正
覚
院
空
手
道
場
に
よ
る
空
手
の
演
舞
、
須

磨
こ
ど
も
長
唄
・
須
磨
寺
櫻
壽
院
教
室
に
よ
る
長
唄

「
元
禄
花
見
踊
」、
一
絃
須
磨
琴
保
存
会
に
よ
る
一

絃
須
磨
琴
の
奉
納
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
昼

を
は
さ
ん
で
午
後
一
時
半
よ
り
本
堂
に
お
い
て
須
磨

寺
御
詠
歌
講
に
よ
り
御
詠
歌
が
唱
和
さ
れ
る
中
、
珠

寶
花
士
氏
に
よ
る
献
花
の
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

時
刻
、
参
道
で
は
、
会
奉
行
を
先
頭
に
稚
児
、
職
衆
、

導
師
ら
に
よ
る
お
練
り
行
列
が
行
わ
れ
、
二
十
七
名

の
稚
児
が
ご
本
尊
に
献
花
を
し
ま
し
た
。
本
堂
濡
れ

縁
で
の
庭
讃
の
後
、
入
堂
。
小
池
弘
三
貫
主
が
慶
讃

文
を
奉
読
し
、
宗
祖
弘
法
大
師
に
報
恩
謝
徳
の
誠
を

捧
げ
、
参
列
者
が
献
香
し
ま
し
た
。

　

境
内
で
は
、
念
珠
、
塗
香
、
ろ
う
そ
く
の
製
作
体

験
、
仏
具
販
売
、
お
寺
巡
り
画
家
・
尾
中
康
宏
氏
に

よ
る
千
手
観
音
揮
毫
、
災
害
救
助
犬
紹
介
な
ど
の
特

別
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
塔
頭
蓮
生
院
に
お
い
て
の

阿
字
観
瞑
想
体
験
、
須
磨
寺
大
仏
師
山
髙
龍
雲
師
の

工
房
で
の
仏
像
展
示
会
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
な

ど
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
い
ず
れ
も
大
勢

の
参
拝
者
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

お
参
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
お
支
え
く
だ

さ
っ
た
皆
様
へ
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
五
年
は
弘
法
大
師
空
海
の
御
誕
生
千
二
百
五
十
年
の
記
念
す
べ
き
年

で
あ
り
、
真
言
宗
各
派
総
大
本
山
、
並
び
に
多
く
の
全
国
の
真
言
宗
寺
院
で

記
念
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
須
磨
寺
で
は
四
月
二
十
三
日
に
大
法
会
を

厳
修
し
、
秘
仏
本
尊
特
別
御
開
帳
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
行
事
を
盛
大
に

行
い
、
大
勢
の
参
拝
者
の
皆
様
が
須
磨
寺
に
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
山
の
秘
仏
本
尊
は
淳
和
天
皇
の
御
代
に
和
田
岬
の
海
中
で
発
見
さ
れ
た

と
伝
承
さ
れ
る
聖
観
世
音
菩
薩
で
、
不
動
明
王
と
毘
沙
門
天
を
脇
侍
と
し
て

い
ま
す
。
実
は
こ
の
よ
う
な
三
尊
形
式
で
お
祀
り
す
る
の
は
真
言
宗
の
伝
統

に
は
無
く
、
天
台
宗
の
形
式
で
、
伝
教
大
師
最
澄
の
弟
子
、
慈
覚
大
師
円
仁

が
観
音
・
毘
沙
門
の
二
尊
を
祀
り
、
慈
恵
大
師
良
源
が
不
動
明
王
を
加
え
て

成
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
古
代
か
ら
中
世
ま
で
の
天
台
宗
の
寺
院
で

は
こ
の
三
尊
形
式
で
お
祀
り
さ
れ
た
例
は
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

何
故
、
真
言
宗
の
寺
院
で
あ
る
須
磨
寺
で
天
台
宗
の
形
式
で
御
本
尊
で
あ

る
聖
観
世
音
菩
薩
を
お
祀
り
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
昔
、
須
磨
寺
は
天

台
宗
の
寺
院
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
特
に
平
安
末
に
廃
れ
て
い
た
須
磨
寺
を

再
興
し
た
澄
憲
上
人
と
源
頼
政
は
両
人
と
も
天
台
宗
に
近
い
人
物
な
の
で
、

こ
の
頃
は
天
台
宗
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
当
時
の
記
録
を
見
る
と
本
尊

と
し
て
「
薬
師
・
観
音
両
本
尊
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
後
に
変
わ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
観
音
信
仰
と
い
う
と
西
国
三
十
三
観
音
霊
場

が
有
名
で
す
が
、
こ
の
霊
場
は
花
山
法
皇
が
再
興
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、

そ
の
花
山
法
皇
の
霊
場
再
興
に
関
わ
っ
た
の
が
天
台
宗
僧
侶
の
牲
空
上
人
と

い
う
方
で
、
そ
の
方
の
影
響
で
札
所
寺
院
で
は
、
天
台
宗
の
三
尊
形
式
が
多

い
と
の
こ
と
で
す
。
須
磨
寺
は
西
国
霊
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
じ
観
音

信
仰
の
寺
院
と
し
て
、
須
磨
寺
に
も
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
須
磨
寺
秘
仏
御
開
帳
は
、
平
成
二
十
八
年
に
神
戸
市
立
博
物
館
で

特
別
展
「
須
磨
の
歴
史
と
文
化
展
―
受
け
継
が
れ
る
記
憶
―
」
が
開
催
さ
れ

た
際
に
記
念
し
て
御
開
帳
さ
れ
て
以
来
、
七
年
ぶ
り
の
御
開
帳
と
な
り
ま
し

た
。
次
回
の
御
開
帳
は
い
つ
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
は
是
非

と
も
須
磨
寺
本
尊
、
聖
観
世
音
菩
薩
と
縁
を
結
ぶ
た
め
に
ご
参
詣
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一

周

忌

 

令
和
四
年
亡

三

回

忌

 

令
和
三
年
亡

七

回

忌
 

平
成
二
十
九
年
亡

十
三
回
忌　

平
成
二
十
三
年
亡

十
七
回
忌　

平
成
十
九
年
亡

二
十
三
回
忌　

 
平
成
十
三
年
亡

二
十
五
回
忌　

 

平
成
十
一
年
亡

二
十
七
回
忌　

 

平
成
九
年
亡

三
十
三
回
忌　

 

平
成
三
年
亡

三
十
七
回
忌　

 

昭
和
六
十
二
年
亡

五
十
回
忌
　

昭
和
四
十
九
年
亡

百

回

忌

 

大
正
十
三
年
亡

令和 5 年
年忌一覧

　
お
寺
で
写
経
と
瞑
想
の
体
験
会
を
致
し
ま
す
。
気
軽
に
で
き
ま
す
の
で
、
写
経
・
瞑
想
を
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
人
で
も
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
、
疲
れ
た
心
を
癒
し
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
写
経
の
み
、
瞑
想
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。
足
を
組
み
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

　
毎
月
、
二
十
一
日
十
四
時
か
ら
厄
除
け
大
師
堂
で
、
二
十
八
日
十
四
時
か
ら
蓮
生
院
本

堂
で
護
摩
を
致
し
ま
す
。
お
参
り
は
自
由
な
の
で
、
護
摩
行
中
は
ご
自
由
に
お
入
り
く
だ

さ
い
。

写
経
・
瞑
想
体
験
会

護
摩
行

蓮生院　九月から十月までの行事予定
◦
写
経
・
瞑
想
体
験
会
は
事
前
申
し
込
み
制
で
す
。

◦
数
日
前
か
ら
発
熱
、咳
、下
痢
、頭
痛
、息
苦
し
さ
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、参
加
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

◦
当
日
お
昼
ま
で
に
蓮
生
院
の
寺
務
所
に
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
諸
事
情
に
よ
り
取
り
や
め
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

蓮
生
院
電
話
番
号　

〇
七
八
―
七
三
一
―
二
三
一
一

日　
　

時
：
九
月
三
日
（
日
）・
九
日
（
土
）

　
　
　
　
　

十
月
七
日
（
土
）・
二
十
二
日
（
日
）

　
　
　
　
　

十
一
月
十
一
日
（
土
）・
二
十
六
日
（
日
）

　
　
　
　
　

十
二
月
二
日
（
土
）・
十
七
日
（
日
）　　
　
　

　
　
　
　
　

写
経
会
十
四
時
～
十
五
時
半　

瞑
想
会
十
六
時
～
十
七
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
受
付
は
三
十
分
前
か
ら
）

場　
　

所
：
蓮
生
院
本
堂　
　

参

加

費
：
写
経
五
百
円
・
瞑
想
千
円

須
磨
寺
の
歴
史
〈
三
十
一
〉

―
須
磨
寺
の
本
尊　
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須
磨
寺
塔
頭
正
覚
院
で
は
、
永
代
供
養
堂
「
仏ぶ

つ
み
ょ
う
で
ん

明
殿
」
を
須
磨
寺
仁
王
門
前
に
新

た
に
建
立
致
し
ま
し
た
。
落
慶
法
要
（
令
和
五
年
六
月
三
日
）
は
梅
雨
時
期
に
も
か
か

わ
ら
ず
天
候
に
も
恵
ま
れ
須
磨
寺
貫
主
小
池
弘
三
猊
下
御
導
師
の
下
、
式
衆
、
丞
仕
、

司
会
の
合
計
十
三
名
の
僧
侶
と
檀
信
徒
約
二
百
名
ご
参
列
の
な
か
盛
大
に
営
ま
れ
ま
し

た
。
当
日
は
午
後
二
時
よ
り
須
磨
寺
大
仏
師
山
高
龍
雲
師
が
奉
納
さ
れ
た
御
本
尊
釈
迦

如
来
様
の
開
眼
供
養
、
檀
信
徒
各
家
先
祖
供
養
、
納
骨
奉
安
法
要
を
厳
修
致
し
ま
し
た
。

法
要
後
の
式
典
で
は
小
池
猊
下
よ
り
祝
辞
を
頂
戴
し
、
お
堂
建
立
に
尽
力
し
て
く
れ
た

方
々
に
感
謝
状
の
贈
呈
、
代
表
し
て
山
高
師
に
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
一
絃
須
磨
琴
の
奉

納
演
奏
で
式
典
に
華
を
添
え
て
も
ら
い
最
後
は
私
の
謝
辞
を
以
て
落
慶
法
要
を
無
魔
成

満
、
致
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
、
須
磨
寺
は
源
平
合
戦
で
非
業
の
最
期
を
遂
げ
た
平
敦
盛
公
を
お
祀
り
す
る
菩

提
寺
と
し
て
古
く
か
ら
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
お
大
師
様

の
開
か
れ
た
真
言
宗
の
寺
院
と
し
て
毎
月
2０
、
21
日
の
御
縁
日
に
は
た
く
さ
ん
の
露
店
が

並
び
、
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
人
口
減
少
、
景
気
低
迷
、
寺
離
れ
が
進
み
、
更
に
は
三
年
前
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
流
行
に
追
討
ち
を
か
け
ら
れ
参
拝
者
が
激
減
し
ま
し
た
。

　

本
年
、
弘
法
大
師
御
誕
生
一
千
二
百
五
十
年
の
記
念
の
年
に
あ
た
り
、
新
た
に
須
磨
寺

門
前
に
お
堂
を
建
立
し
た
事
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
昔
の
賑
わ
い
が
少
し
で
も
戻
っ
て
き
て

く
れ
た
な
ら
と
切
に
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

又
、
堂
内
は
仏
様
を
お
祀
り
し
て
い
る
仏
殿
と
御
遺
骨
を
安
置
す
る
納
骨
堂
と
二
つ
に

分
か
れ
て
お
り
ま
す
。
仏
殿
で
は
位
牌
、
過
去
帳
の
供
養
を
日
々
、
お
勤
め
し
、
年
忌

法
要
、
納
骨
法
要
、
そ
の
他
の
法
要(

要
予
約)

も
ご
要
望
が
あ
れ
ば
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

納
骨
堂
は
各
家
ご
と
に
仕
切
り
を
付
け
た
個
別
棚
を
四
八
〇
棚
設
け
て
お
り
、
永
代
に

わ
た
り
御
遺
骨
を
安
置
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
仏
明
殿
の
完
成
に
際
し
、
ご
尽
力
し
て
頂
い
た
全
て
の
方
々
の
ご

恩
に
報
い
る
為
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
期
終
息
、
世
界
平
和
、
興
隆
仏
法
を

祈
念
し
、
新
し
く
お
迎
え
し
た
仏
様
の
御
加
護
の
下
、
よ
り
明
る
い
未
来
に
な
る
様
、

日
々
、
精
進
し
て
勤
め
て
ま
い
り
ま
す
。

南
無
釈
迦
牟
尼
仏　

 

南
無
大
師
遍
照
金
剛　

 

合
掌

正
覚
院　

住
職　

朝
倉
経
義

正覚院 永代供養堂 仏明殿
落慶法要
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十
月
二
十
九
日　

十
八
時
よ
り
、
第
七
回
と
な
る

「
須
磨　
夜
音　
音
楽
法
要
祭
」
を
執
り
行
い
ま
す
。「
夜
音

　
音
楽
法
要
祭
」
は
、
平
敦
盛
を
は
じ
め
と
す
る
源
平
戦
士

へ
の
供
養
と
平
和
へ
の
祈
り
、
そ
し
て
度
重
な
る
災
害
に
お

け
る
慰
霊
と
復
興
の
祈
り
を
法
要
の
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。

　

法
要
の
内
容
は
、
元
ブ
ル
ー
ハ
ー
ツ
の
ド
ラ
マ
ー
の
梶

原
徹
也
氏
率
い
る
「
神
紗
」
の
ド
ラ
ム
・
和
太
鼓
・
舞
・

三
味
線
の
奉
納
演
奏
に
加
え
、
須
磨
琴
の
演
奏
と
Ｋ
ｉ
ｓ

ｓ
Ｆ
Ｍ
神
戸
の
サ
ウ
ン
ド
ク
ル
ー
中
野
耕
史
氏
の
語
り
、
そ

し
て
今
回
は
特
別
に
天
台
聲
明
兵
庫
社
会
奉
仕
會
と
須
磨
寺

の
僧
侶
が
共
に
声
明
を
唱
え
ま
す
。
天
台
宗
の
声
明
と
真
言

宗
の
声
明
、
宗
派
を
越
え
て
共
に
祈
り
ま
す
。
法
要
の
最
後

に
は
、
読
経
と
ド
ラ
ム・和
太
鼓・舞
が
す
べ
て
重
な
り
合
い
、

祈
り
の
世
界
を
創
り
出
し
ま
す
。

　
夜
の
お
寺
の
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
、
僧
侶
の
読
経
と
音

楽
が
織
り
な
す
祈
り
の
世
界
を
体
感
し
て
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
人
の
心
に
響
く
法
要
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
お
寺
に
足
を
運
ん
で
下
さ
る
多
く
の
方
々
が
、
そ
れ

ぞ
れ
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
是
非
ご
知
友
お
誘
い
あ
わ
せ
て
ご

参
拝
下
さ
い
。

記

　

日
時	

十
月
二
十
九
日（
日 

）
午
後
六
時
よ
り

　

場
所	

出
世
稲
荷
前　

舞
台

入場
自由

須
磨 

夜
音 

音
楽
法
要
祭

～
真
言
声
明
と
天
台
声
明
　
平
安
の
響
き
～

　

須
磨
の
火
祭
り
は
屋
外
で
の
柴さ

い
と
う燈

大お
お

護ご

ま

く
摩
供
で
、
こ
の
一
年
を
無
事
に
終
え
た
事
を

仏
様
に
感
謝
し
、
火
渡
り
に
よ
っ
て
身
を
清
め
新
し
い
年
を
迎
え
る
た
め
に
晩
秋
に
行

い
ま
す
。
火
渡
り
修
行
と
は
火か
し
ょ
う
ざ
ん
ま
い

生
三
昧
と
も
い
わ
れ
、
柴
燈
護
摩
の
終
わ
り
に
火
の
上

を
渡
る
荒
行
で
す
。
浄
火
に
よ
り
災
厄
を
祓
い
福
を
招
く
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
特

に
来
年
厄
年
を
迎
え
る
方
は
、
厄
難
消
除
の
た
め
に
、
火
渡
り
を
し
て
身
を
清
め
、
新

年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

　

火
渡
り
の
方
は
当
日
お
札
、
行
者
手
ぬ
ぐ
い
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

一
、
日　

時	

十
一
月
二
十
三
日
（
木
曜
日
）

	

午
前
十
一
時
開
白

　

一
、
会　

場	

須
磨
寺
境
内　

                        

※
荒
天
時
は
、
護
摩
堂
に
て

　

一
、
ご
祈
祷	

特
別
祈
祷
札　

                        

一
万
円
・
三
万
円
・
五
万
円

	

添
護
摩
木　
　
　
千
円

　

一
、
火
渡
り	

厄
年
特
別
火
渡
り　

五
千
円

                        

一
般
火
渡
り　
　
　

二
千
円〈
先
着
百
五
十
名
〉

　

※
火
渡
り
修
行
は
荒
行
で
す
。
多
少
の
や
け
ど
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

申
込
書
の
注
意
を
よ
く
お
読
み
の
う
え
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

一
、
お
申
し
込
み　
　

須
磨
寺
派
各
寺
院
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

須
磨
の
火
祭
り

須
磨
の
火
祭
り

 

平
成　

十
八
年
生
（
女
性　

厄
年
）    

平
成　

十
二
年
生
（
男
性　

小
厄
）

 

平
成　

五　

年
生
（
女
性　

前
厄
）    

昭
和
五
十
九
年
生
（
男
性　

前
厄
）

 

平
成　

四　

年
生
（
女
性　

本
厄
）    

昭
和
五
十
八
年
生
（
男
性　

本
厄
）

 

平
成　

三　

年
生
（
女
性　

後
厄
）    

昭
和
五
十
七
年
生
（
男
性　

後
厄
）

 

昭
和
六
十
三
年
生
（
女
性　

厄
年
）    

昭
和
三
十
九
年
生
（
男
性　

厄
年
）

 

昭
和
三
十
九
年
生
（
女
性　

厄
年
）

令和六年 厄年表




